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１ 学校法人の沿革 

昭和６０年１０月 学校法人河原学園が認可される  

昭和６１年 ４月 愛媛電子ビジネス専門学校開校 

昭和６３年 ３月 通産省情報化人材育成連携校に指定される  

昭和６２年１１月 文部省より職業高度化開発研究機関として指定される  

平成 ２年 ４月 新居浜市に国際電子ビジネス専門学校開校 

平成 ７年 ４月 愛媛医療福祉専門学校開校 

国際電子ビジネス専門学校を大原簿記専門学校新居浜校と改称  

平成 ８年 ４月 大原簿記専門学校松山校開校 

平成１１年 ４月 大原簿記専門学校松山校を愛媛大原簿記公務員専門学校と改称 

大原簿記専門学校新居浜校を国際テクニカルビジネスカレッジ

と改称 

国際情報高等学院開校 

平成１１年１０月 中国大連市に大連河原日本語学校を開校  

平成１２年１０月 愛媛電子ビジネス専門学校に文化・教養課程日本語学科を新設  

平成１３年 ４月 国際デザイン・アート専門学校開校 

平成１６年 ４月 アイペットワールド専門学校開校 

平成１９年 ４月 愛媛医療専門大学校開校 

国際トータルビューティカレッジ開校 

未来高等学校開校 

平成２０年 ４月 国際パティシエ・ブランジェ専門学校開校 

愛媛医療福祉専門学校に柔道整復師科を設置 

未来高等学校新居浜分校開校  

平成２１年 ４月 愛媛医療福祉専門学校に鍼灸師科を設置  

平成２２年 ４月 愛媛医療専門大学校に歯科衛生学科、歯科技工学科を設置  

平成２３年 ３月 学校法人岡崎学園人間環境大学、大学院、人間環境大学岡崎学   

園高等学校、中学校を河原学園グループへ迎える  

平成２３年 ４月 河原学園グループ専門学校 9 校校名変更  

 平成２４年 ４月 河原パティシエ・医療・観光専門学校にエアライン・観光科、

ブライダル・ホテル科、医療秘書科を設置 

河原パティシエ・医療・観光専門学校校舎を 6 階建てへ増築 

平成２５年 ４月 河原高等専修学校開校 

平成２６年 ４月 学校法人岡崎学園（愛知県岡崎市）と法人合併し、人間環境大

学・大学院、岡崎学園高等学校、岡崎学園中学校が設置校に加

わる 

平成２７年 ４月 人間環境大学に看護学部看護学科および大学院看護学研究科を

設置（大府キャンパス開設） 
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２ 設置する学校・学部・学科等 

学校名 開校年月 学部・学科等 摘要 

人間環境大学大学院    

岡崎キャンパス 

（愛知県岡崎市） 

平成 15 年 
4 月 

人間環境学研究科 
 

大府キャンパス 

（愛知県大府市） 

平成 27 年

4 月 
看護学研究科（博士前期課

程・博士後期課程） 

 

人間環境大学    

岡崎キャンパス 

（愛知県岡崎市） 

平成 12 年 
4 月 

人間環境学部 人間環境学科 

 環境コース 

 経営コース 

 心理コース 

 日本研究コース 

平成 29 年 4 月より、人間

環境学科を募集停止、「心

理学科」、「環境科学科」

を設置(申請中) 

大府キャンパス 

（愛知県大府市） 
平成 27 年

4 月 
看護学部 看護学科 

 

松山キャンパス 

（愛媛県松山市） 
平成 29 年

4 月(予定) 
松山看護学部 看護学科 

平成 29 年 4 月、左記学部

を設置(申請中) 

河原電子ビジネス専門学校 
（愛媛県松山市） 

昭和 61 年 
4 月 

IT エンジニア科（3 年制） 
IT エンジニア科（4 年制） 
ゲームクリエイター科 
情報システム科 
情報ビジネス科 
日本語学科（1 年制、1.5 年制、

2 年制） 

平成 29 年 4 月より、情報

システム科を「Web シス

テム科」に、情報ビジネ

ス科を「IT ビジネス科」

に名称変更 

河原 IT ビジネス専門学校 
（愛媛県新居浜市） 

平成 2 年 
4 月 

総合情報学科 
総合ビジネス学科 

 

河原医療福祉専門学校 
（愛媛県松山市） 

平成 7 年 
4 月 

介護福祉科 
社会福祉メディカルソーシャ

ル科 
こども未来科（2 年制） 
こども未来科（3 年制） 
柔道整復師科 
鍼灸師科 

 

大原簿記公務員専門学校 
愛媛校 
（愛媛県松山市） 

平成 8 年 
4 月 

税理士科（3 年制） 
税理士科（4 年制） 
公務員専攻科 
公務員ビジネス科 
総合ビジネス科 

 

河原デザイン・アート専門

学校 
（愛媛県松山市） 

平成 13 年 
4 月 

グラフィックデザイン科 
デジタルデザイン科 
漫画クリエイター科 
インテリア・建築デザイン科 
クリエイター研究科 
インテリア・建築研究科 
ファッション・インテリアビ

ジネス科（募集停止中） 
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学校名 開校年月 学部・学科等 摘要 

河原アイペットワールド専

門学校 
（愛媛県松山市） 

平成 16 年 
4 月 

動物看護・健康管理学科（平成

28 年 4 月、動物看護師学科を名称変

更） 

トリマー学科（平成 28 年 4 月、

グルーマー学科を名称変更） 

ドッグトレーナー・ペットビ

ジネス学科 

 

河原医療大学校 
（愛媛県松山市） 

平成 19 年 
4 月 

看護学科 
理学療法学科 
作業療法学科 
歯科衛生学科 
歯科技工学科 
診療情報管理学科（平成 29 年 4

月、医療クラーク学科を名称変更、

入学定員を 20 名、修業年限を 3 年制

に変更） 

平成 29 年 4 月より、看護

学科の入学定員変更（80

名→40 名）、修業年限変更

（4 年制→3 年制） 

河原ビューティモード専門

学校 
（愛媛県松山市） 

平成 19 年 
4 月 

美容学科 
理容学科 
メイク･エステ･ネイル学科 

 

河原パティシエ・医療・観

光専門学校 
（愛媛県松山市） 

平成 20 年 
4 月 

パティシエ・ブランジェ科 
エアライン・観光科 
ブライダル・ホテル科 
医療秘書・医療事務科（平成 28

年 4 月、医療秘書科を名称変更） 

平成 29 年 4 月、「声優タ

レント科」（2 年制、入学

定員 40 名）、「グローバル

ビジネス科（2 年制、入学

定員 20 名）」を設置予定 

未来高等学校 
（愛媛県松山市 

ほか県外サポート校） 

平成 19 年 
4 月 

広域通信制 普通科  

未来高等学校 新居浜分校 
（愛媛県新居浜市） 

平成 20 年 
4 月 

通信制 普通科  

河原高等専修学校 
（愛媛県松山市） 

平成 25 年 
4 月 

調理師養成学科  

岡崎学園高等学校 

（愛知県岡崎市） 

明治 39 年 
6 月 

全日制課程 普通科  

岡崎学園中学校 

（愛知県岡崎市） 

平成 17 年 
4 月 

 平成23年度より募集停止 

平成 25 年度より休校 
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３ 学校・学部・学科等の学生数の状況 

平成 27 年 5 月 1 日時点 

（単位：人） 

学校名 研究科、学部、学科等 入学定員 収容定員 現員数 

人間環境大学大学院 人間環境学研究科 ８ １６ １６ 

看護学研究科博士前期課程 ２０ (注 1)２０ ９ 

看護学研究科博士後期課程 ８ (注 1)８ １５ 

人間環境大学 人間環境学部 ２００ ８００ ４４４ 

看護学部 ８５ (注 1)８５ １０５ 

河原電子ビジネス専門学校 高度情報技術科(3 年制)2,3 年 

高度情報技術科(4 年制)2,3 年 

IT エンジニア科(3 年制)1 年 

IT エンジニア科(4 年制)1 年 

ゲームクリエイター科 

情報システム科 

情報ビジネス科 

日本語学科（1 年制、1.5 年制、

2 年制） 

－ ４８０ ３２１ 

河原 IT ビジネス専門学校 総合情報学科 

総合ビジネス学科 
－ １６０ ５２ 

河原医療福祉専門学校 介護福祉科 

社会福祉メディカルソーシャル科 

こども未来科（2 年制） 

柔道整復師科 

鍼灸師科 

３０６ 

※こども未

来科（3年制）

定員 30 名を

含む 

７９８ ４７４ 

大原簿記公務員専門学校 

愛媛校 

会計学科（3 年制） 

会計学科（4 年制） 

公務員専攻科 

公務員ビジネス科 

総合ビジネス科 

－ ２７５ ２１７ 

河原デザイン・アート専門

学校 

グラフィックデザイン科 

デジタルデザイン科 

漫画クリエイター科 

インテリア・建築デザイン科 

インテリア・建築研究科 

－ ３３０ １９７ 

河原アイペットワールド専

門学校 

動物看護師学科 

グルーマー学科 

しつけインストラクター学科 
－ ２４０ １０５ 
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学校名 研究科、学部、学科等 入学定員 収容定員 現員数 

河原医療大学校 看護学科 

理学療法学科 

作業療法学科 

歯科衛生学科 

歯科技工学科 

医療クラーク学科 

２６０ ８８０ ６９８ 

河原ビューティモード専門

学校 

美容学科 

理容学科 

トータルビューティ学科 

メイク・エステ・ネイル学科 

１９０ ３８０ １４６ 

河原パティシエ・医療・観

光専門学校 

パティシエ・ブランジェ科 

エアライン・観光科 

ブライダル・ホテル科 

医療秘書科 

１８０ ３６０ １４８ 

未来高等学校 広域通信制 普通科 
－ ７３０ 

１０３０ 

*１２２８ 

未来高等学校 新居浜分校 通信制 普通科 
－ １７０ 

９９ 

*１０７ 

河原高等専修学校 調理師養成学科 ３６ １０８ ２６ 

岡崎学園高等学校 全日制課程 普通科 ３１５ ９４５ ７０４ 

岡崎学園中学校  ０ ８０ ０ 

学 園 全 体  － ６８６５ ４８０６ 

  (注 1)平成 27 年度開設 1 年目の収容定員  *平成 28 年 3 月 1 日時点 
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４ 理事・監事の概要 

平成 27 年 5 月 1 日時点 

定員数 理事 8 名、監事 2 名 

区 分 氏 名 選任条項 常勤・非常
勤の別 摘 要 

理 事 
理事長 河原 成紀 校 長 

(第8条第1項第2項) 常勤 
平成 21 年 6 月就任（理事長就任） 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
河原 IT ビジネス専門学校 校長 

理 事 八木 聰明 学 長 
(第8条第1項第1号) 常勤 

平成 26 年 4 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
人間環境大学 学長 

理 事 越智 節也 校 長 
(第8条第1項第2号) 常勤 

平成 26 年 4 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
河原医療福祉専門学校 校長 

理 事 牧山 助友 評議員会選任 
(第8条第1項第3号) 常勤 

平成 27 年 5 月就任 
日本芸術文化振興会 
 総務企画部長 

理 事 倉田 三郎 評議員会選任 
(第8条第1項第3号) 非常勤 

平成 21 年 6 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
松山大学名誉教授、 
尾道市立大学名誉教授、 
大阪国際大学名誉教授 

理 事 河原 次瞭 学識経験者 
(第8条第1項第4号) 常勤 

平成 26 年 4 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
河原学園 学園長 

理 事 仙波 雅之 学識経験者 
(第8条第1項第4号) 非常勤 

平成 1 年 7 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
河原学園 理事 

理 事 芦田 宏直 学識経験者 
(第8条第1項第4号) 常勤 

平成 26 年 4 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
河原学園 理事 

監 事 浅山 敏浩 第 9 条第 1 項 非常勤 
平成 26 年 4 月就任 
平成 26 年 6 月 1 日重任 
岡崎信用金庫 理事 

監 事 髙田 健司 第 9 条第 1 項 非常勤 平成 26 年 9 月就任 
伊予銀行 常務取締役 

 

 

【以降の変更】 

八木 聰明  平成 28 年 3 月 31 日付退任（選任条項：第 8 条の 1 の 1） 

牧山 助友  平成 28 年 4 月 1 日付選任条項変更（選任条項：第 8 条の 1 の 3 から第 8

条の 1 の 1 へ） 

       ⇒平成 28 年 5 月欠員補充予定 
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５ 評議員の概要 

平成 27 年 5 月 1 日時点 

定員数 評議員 17 名 

選任条項 氏 名 主な現職等 

職 員 
(第 24 条第 1 項第 1 号) 

八木 聰明 人間環境大学 学長 

越智 節也 河原医療福祉専門学校 校長 

青木 睦彦 岡崎学園高等学校 校長 

橋本 正剛 岡崎学園高等学校 事務長 

茅野 峰雄 未来高等学校 東海キャンパス長 

大川 隆英 総務部 次長 

卒業生 
(第 24 条第 1 項第 2 号) 

木村 隆浩 河原電子ビジネス専門学校 教頭 

山本 秀人 総務部 次長 

藤井 芳一 人間環境大学 教員 

学識経験者 
(第 24 条第 1 項第 3 号) 

河原 成紀 河原学園 理事長 
河原ＩＴビジネス専門学校 校長 

河原 次瞭 河原学園 学園長 

牧山 助友 日本芸術文化振興会 総務企画部長 

倉田 三郎 
松山大学名誉教授、 
尾道市立大学名誉教授、 
大阪国際大学名誉教授 

河原 佳奈 愛光幼稚舎 副理事長 

横田 弘之 愛媛県議会議員 

大原  哲 愛光幼稚舎 副理事長 

服部 良男 学校法人服部学園 理事長 
服部工業株式会社 代表取締役社長 

 

 

【以降の変更】 

八木 聰明  平成 28 年 3 月 31 日付評議員退任（選任区分：第 24 条の 1 の 3） 

       ⇒平成 28 年 5 月欠員補充予定 
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６ 教職員の概要 

平成 27 年 5 月 1 日時点 

（単位：人） 

区分 

教員 職員 

合計 
本務 兼務 本務 

兼務 

(注 1) 

人間環境大学 ７０ ８０ ２２ (注 2) ５３ ２２５ 

河原電子ビジネス専門学校  １５  １２  ２４ １  ５２ 

河原ＩＴビジネス専門学校   ７   ３   ２ １  １３ 

河原医療福祉専門学校  ３３  ４２   ５ １  ８１ 

大原簿記公務員専門学校愛媛校  １６   ３   ６ １  ２６ 

河原デザイン・アート専門学校  ９  ２７   ３ １  ４０ 

河原アイペットワールド専門学校   ８  １２   ４ １  ２５ 

河原医療大学校  ３７ １２７   ８ １ ２１０ 

河原ビューティモード専門学校  １１  １６   ４ １  ３２ 

河原パティシエ・医療・観光専門学校  １２  ２６   ３ １ ４２ 

未来高等学校  １０ １３９   ２ １ １５３ 

未来高等学校新居浜分校   ５   １ ０   ２  ７ 

河原高等専修学校   ３   ５   ０ ２  ９ 

岡崎学園高等学校 ５５ １６ ５ １３ ８９ 

岡崎学園中学校 ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ２９１ ５０９ ８８ ８２ ９７０ 

 

（注１） 校医他含む 

（注２） 学生バイト登録者含む 

（注３） 県外学習センター教員を含む 
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Ⅱ 事業の概要 

１ 法人全体 

（１）人間環境大学 看護学部および大学院看護学研究科の設置 

   平成 27 年 4 月、人間環境大学に「看護学部」ならびに大学院「看護学研究科博士

前期課程・博士後期課程」を設置（大府キャンパスを開設）。 

 

【設置場所】 愛知県大府市江端町 3 丁目 220 番地（江端調整池） 

 【学部・学科の概要】 

  ・看護学部看護学科 修業年限 4 年 入学定員 95 名 総定員 380 名 

       学位：学士（看護学） 

  ・大学院看護学研究科(博士前期課程) 修業年限 2 年 入学定員 20 名.総定員 40 名 

            学位：修士（看護学） 

   ・大学院看護学研究科(博士後期課程) 修業年限 3 年 入学定員 8 名,総定員 24 名 

      学位：博士（看護学） 

【校舎の概要】 

・校地 面積 1,648 ㎡ （大府市より 8,062.63 ㎡を借用） 

   ・校舎 鉄骨造 地上 8 階 延床面積 6,582.60 ㎡ 

【入学状況】 

・看護学部 105 名（入学定員 95 名） 

・大学院看護学研究科 博士前期課程 9 名（入学定員 15 名） 

・大学院看護学研究科 博士後期課程 15 名（入学定員 8 名） 

 

（２）人間環境大学 松山看護学部および人間環境学部心理学科・環境科学科の設置 

人間環境大学に、平成 29 年 4 月に向けて「松山看護学部（入学定員 80 名）」およ

び松山キャンパスの設置を計画、あわせて、岡崎キャンパス人間環境学部の人間環

境学科「入学定員 200 名）」を募集停止し、「心理学科（入学定員 120 名）」「環境科

学科（入学定員 80 名）」の設置を計画し、設置に係る事前相談および収容定員増に

係る認可申請を行った。 

 

  【事前相談：平成 27 年 10 月から平成 28 年 3 月】 

    ・松山看護学部：      「届出申請可」 

    ・人間環境学部心理学科：  「届出申請可」 

    ・人間環境学部環境科学科： 「届出申請可」 

  【届出・申請】 

    ・平成 28 年 3 月 【人間環境大学】収容定員増に係る認可申請（申請中） 

    ・平成 28 年 4 月 【松山看護学部、人間環境学部心理学科・環境科学科】 

学部・学科設置届出申請（申請中） 

    ・平成 28 年 5 月 【松山看護学部】看護師養成施設指定認可申請（申請中） 

    ・平成 28 年    寄附行為変更に係る届出申請（提出予定） 
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 （３）職業実践専門課程 

   専修学校（専門課程）９校は、現在、計３４学科がすでに職業実践専門課程

の認定を受け、その教務体制やカリキュラムに関して公的にも一定の評価を獲得し

ている。しかし、県内他校では、愛媛コミュニケーションブライダル専門学校、愛

媛調理製菓専門学校が同様に認定を受け、全国的には、２,８２３校中６７３校（認

定率約２４％）が認定されている（平成２８年３月現在）。実に全国で、ほぼ４校に

１校が職業実践専門課程の認定校である。このような状況の下、平成２８年度は、

教員と企業関係者との交流をさらに促進し、カリキュラムの一層の改善を図るとと

もに、教務部と就職キャリア支援センターの共同により、各校の職業教育の強化支

援を実施する。 

 なお、平成２７年度は、下記の通り、教育課程編成委員会、学校関係者評価委員

会を開催し、各職業分野の有力企業から意見収集を行い、各校教務の見直しを行っ

た。 

≪委員会開催状況≫ 

平成２７年８月  学校関係者評価委員会 

平成２７年１０月  第１回教育課程編成委員会 

平成２８年 ３月  第２回教育課程編成委員会 

 

 （４）教務力向上 

 平成２６年度に、コマシラバス品質・運用改善を目的として「コマシラバス評価

フォーム」「シラバス・コマシラバス利用手引き書」を導入し、就職実績の向上を目

的として、「学科別就職指導計画」、「学科別学生個別企業割り当て表」を導入した。

平成２７年度は、これらのツールを初めて年間を通じて利用するとともに、「学科別

就職指導計画」、「学科別学生個別企業割り当て表」を基盤として、各校教務と就職

キャリア支援センターとの間に就活支援のための連携体制を構築した。 

 授業改善の点では、「授業参観評価指標」を導入して試験的に授業参観評価を実施

し、今後の教務力向上に向けた要改善点の抽出を行った。平成２８年度は、この結

果を元に、低位学生を配慮した教材整備、授業評価テスト等に基づく授業改善、学

業面でのフォローの充実を推進する。 

 

（５）自己点検評価、第三者評価 

【人間環境大学】 

文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構による認証評価を受審し、

平成 28 年 3 月 8日付けで、当該機構より「日本高等教育評価機構が定める大学評価

基準を満たしている」と認定された。受審にあたっては、人間環境大学と法人事務

局が連携して、自己点検評価書の作成（平成 27 年 6 月提出）、実地調査の受審（平

成 27 年 11 月 4 日～6日）を行った。 

また、 平成２６年度の教育実績に基づき、学校関係者評価委員会議事録および自

己点検・評価報告書の情報公開を行った。 
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（６）退学者防止 

 専修学校（専門課程）の教務責任者を対象とした「教務責任者勉強会」を月一回

開催し、各校の休退学危惧者の状況とフォロー計画について、相互に報告と検証、

改善提案を行う機会を設置した。その結果、学内の学業不振者、登校困難者に対す

る配慮やフォローがやや改善し、前年度１６９名の休退学者が、平成２７年度では

１２６名に減少させることができた。ただし、依然として休退学者数は高い水準と

なっており、平成２８年度は、前述のように、教材整備、授業評価テスト等に基づ

く授業改善を推進するとともに、休退学危惧者検出用のアンケートを導入し、防止

策の重層化を図る。 

 

２ 愛媛県内各校 

（１）河原電子ビジネス専門学校 

・U-22 プログラミングコンテスト 経済産業大臣賞受賞、愛顔のえひめ賞受賞、

かがやき松山大賞受賞（IT エンジニア科３年）。 

・第２回全国統一学生 ICT テストにて全国１位（IT エンジニア科３年）、他上位

３０位以内に７名ランクイン。第３回テストでは全国２位。 

・愛媛県共同主催「愛顔の写真館」における Web ページ制作およびサーバ管理を

官学連携で実施中。 

・平成２８年４月１１日 愛媛県サイバー犯罪対策アドバイザーに本校 IT エンジ

ニア科教員が委嘱。 

・平成２８年５月 IT ビジネス科✕サイバー大学✕ヤフー株式会社による eコマー

ス授業開始。 

・平成２８年度 有害鳥獣捕獲活用推進事業（愛媛県中予地方局）システム開発

委託事業開始（ITエンジニア科４年）。 

・就職内定率１００％。平成２８年度４月末時点内定率３１．６％（東証一部上

場企業他優良企業、内々定１０名）。 

・愛媛県 IT 推進協会主催「えひめ IT フェア２０１６」に出展予定。 

・ゲームクリエイター科の職業実践専門課程申請予定。 

 

（２）河原ＩＴビジネス専門学校 

・診療情報システムを授業に導入(教育課程編成委員会提案より)。 

・文部科学大臣賞を受賞(CG-ARTS 協会マルチメディア検定 全国主席合格)。 

・就職内定率１００％ 

 

（３）河原医療福祉専門学校 

・平成 27 年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業 

文科省委託事業を受託し、「介護人材の高度化を目的とする学び直しプログ 

ラムの開発と実施」事業において、①介護福祉士をめざす実務者を対象に国 

家資格取得を支援する研修プログラム、②介護現場の中堅レベルの実務者を 
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対象に「介護過程の展開」を学ぶ実務力強化プログラム、の２つの「スキル 

アップ研修」を実施した。 

・介護技術講習 

実務経験３年を経た介護実務者が国家試験実技の免除を受けるための講習

会を開催した。平成２７年度は年５回開催し、計１５６名を輩出した。 

    ・国家試験結果 

       柔道整復師国家試験  ８６．５％（全国平均６４．８％） 

       はり師国家試験    ８９．１％（全国平均７３．４％） 

       きゅう師国家試験   ９１．８％（全国平均７５．０％） 

・就職内定率１００％ 

 

（４）大原簿記公務員専門学校 愛媛校 

・公務員専攻科 総定員変更（15 名→30 名） 平成 27 年 4 月 1 日付変更 

・公務員ビジネス科 総定員変更（40 名→120 名） 平成 27 年 4 月 1 日付変更 

・公務員最終合格者 63 名 【合格率 62.4%】（全国平均合格率：5~15%） 

・税理士試験 17 年連続合格者輩出 

 簿記論    本校合格率 90.9% （全国合格率：18.8%） 

 財務諸表論  本校合格率 53.8% （全国合格率：15.6%） 

・就職内定率１００％ 

 

（５）河原デザイン・アート専門学校 

・ＮＨＫ松山放送局の番組内映像の制作、愛媛 CATV 番組の企画・制作（デジタ

ルデザイン科） 

・絵本のフリーペーパー『ましまろ』（グラフィックデザイン科） 

  年４回発行、各回５０００部 

・愛媛の偉人漫画『Link』発刊（漫画クリエイター科） 

    愛媛県内の小学校、中学、高校に無料配布 

・空店舗活用提案（インテリア・建築デザイン科） 

   弓削島活性化を目的として、空店舗活用を提案。採用された案によってカ

ラオケ喫茶がオープン。 

・企業と共同開発した web 漫画『妖怪〆ます』が公式週刊連載としてリリース。 

（漫画クリエイター科）1 年間の週間連載として毎週水曜日に公開。 

・就職内定率１００％ 

 

（６）河原アイペットワールド専門学校 

・ＪＫＣ（ジャパン・ケネル・クラブ）トリミング競技大会 優秀技術賞受賞 

・全国動物専門学校協会全国選抜トリマー選手権大会 優勝 

・動物看護師統一認定試験 合格率１００％ 

・検定試験 
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家庭犬トレーニングインストラクター２級１００％ 

    ・実習地 

朝美実習グラウンドのドッグ・トレーニング教育内容の充実のため、更なる

整備を実施した。 

・就職内定率１００％（動物関係企業に全員就職） 

 

（７）河原医療大学校 

・国家試験結果 

  看護師国家試験    ８８．５％（全国平均９４．９％） 

 理学療法士国家試験  ８２．４％（全国平均８２．０％） 

 作業療法士国家試験  ９５．４％（全国平均９４．１％） 

 歯科衛生士国家試験 １００．０％（全国平均９６．０％） 

  歯科技工士国家試験 １００．０％（全国平均９９．１％） 

・就職内定率１００％ 

 

（８）河原ビューティモード専門学校 

・国家試験結果 

理容師国家試験 合格率１００．０％（全国平均７５．１％）※６年連続 

美容師国家試験 合格率 ９４．６％（全国平均８９．１％） 

・就職内定率１００％ 

  ・全国理容美容学生技術大会 

（理容）ミディアムカット種目 四国大会優勝、準優勝 

クラシカルバックバリエーションセット種目 四国大会優勝、準優勝 

ワインディング種目 四国大会３位、敢闘賞 

全国大会参加５名（入賞なし） 

（美容）ワインディング種目 四国大会優勝、準優勝、敢闘賞 

ネイルアート種目 四国大会６位、敢闘賞 

全国大会参加３名（入賞なし） 

    ・日本エステティック協会主催 第８回エステティックコンテスト 

      基本部門 中四国大会４位 全国大会参加１名 

      応用部門 中四国大会優勝、準優勝 

全国大会参加２名（全国５位・サロン賞１名、全国６位１名） 

    ・日本メイクアップ技術検定協会主催 第９回全日本ヘアメイク選手権 

      メイク部門 全国大会参加１名（入賞なし） 

 

（９）河原パティシエ・医療・観光専門学校 

・製菓衛生士国家試験 合格率９４．４％（愛媛県平均６６．６％） 

・えひめスイーツコンテスト（学生部門） 金賞 1 名、協賛企業賞３名 

・製菓衛生師養成施設技術コンクール全国大会 大会会長賞１名 
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・平成 27 年 11 月 リアルウエディング実施 

（毎年 1 組の一般の方の結婚式・披露宴を企画・運営、6 回目） 

・平成 27 年 11 月 台湾王品盃（レストランサービス競技会）2 年連続入賞 

・就職内定率１００％ 

 

（10）未来高等学校・未来高等学校 新居浜分校 

 ・平成２８年３月１日時点生徒数 

    松山本校     ３０１名 

     新居浜分校    １０７名 

     県外サポート校  ９２２名     【計】１３３０名 

  ・平成２７年度開設の学習センター 

（12 月）静岡、富山、島根、茨城 

 

（11）河原高等専修学校 ・・・平成２５年４月開校 

・調理師を養成する高等専門課程として開校３年目を迎え、1 期生６名が卒業 

・南予鬼北町街おこし「武左衛門（ぶざえもん）鍋」最優秀賞  

（日本食研商品化） 

     ・三谷幸喜ギャラクシー街道 ギャラクシーバーガー選手権 最優秀賞 

 

【主な共通行事】 

    ４月 入学式 

交通生活安全講習会 

  ６月 高校教員対象学校見学会（専門学校松山８校） 

    ７月 学園祭（in アイテムえひめ） 

    ８月 松山まつり（野球拳おどり） 

１１月 教育シンポジウム（主催：愛媛県専修学校各種学校連合会） 

   １２月 スポーツフェスティバル 

海外研修旅行 

２月 高資格者等を称える会 

３月 河原学園合同企業セミナー 

卒業式 

お仕事フェスタ２０１６ 

 

３ 愛知県内各校 

 （１）人間環境大学 

    「戦略的大学連携支援プログラム」、及び「就職支援推進事業」の充実、公開講

座の開講や市民カレッジへの協力等地域との連携を深める事業にも注力した。 

① 戦略的大学連携支援プログラム（補助期間が平成 23 年度で終了し、平成 24 年

度から平成 30 年度まで事業継続約束期間） 
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   ・取組み名称：大学学部教育における「環境教育」共通カリキュラム開発のため

の戦略的大学連携事業 

          本学（代表校）、鳥取環境大学、京都学園大学、豊橋技術科学大学 

   ・テレビ会議システムを利用した授業相互利用の実施（前期 1 科目、後期 1 科目

を発信） 

   ・共同フィールドワークの実施（当番校：豊橋技術科学大学「愛知のものづくり

から製品の最後まで」） 

②  就職支援推進事業（岡崎キャンパス） 

   ・就職相談スタッフ 4 名配置（5～3 月） 

・キャリアデザインⅠ・Ⅱ科目を開講（前期） 

   ・ビジネスコミュニケーション科目を開講（前期） 

   ・1～3 年生キャリアガイダンスを実施（4 月） 

   ・1～2 年生進路適性検査を実施（4 月） 

   ・1～2 年生キャリアベーシック講座Ⅰ・Ⅱを開講（4～5 月） 

   ・ビジネス系・環境系・心理系資格取得対策講座を開講（5～2 月） 

   ・3 年生キャリアハンドブックを配布（9 月） 

・3 年生就職ガイダンスを開催（9～12 月／年 8 回） 

・3 年生就職適性検査、就職実践模試等を実施（9～11 月／年 3 回） 

   ・インターンシップ派遣前マナー研修会を実施（7 月） 

   ・インターンシップ（環境・経営・一般）を実施（8～9 月） 

   ・インターンシップ報告会（同）を開催（9 月） 

   ・キャリア形成演習（就活トレーニング合宿）を開催（12 月） 

   ・自己アピール力養成講座を開講（1 月） 

・求人依頼文書を企業等約 2,300 社へ一斉発送（1 月） 

・就職集中講座を開講（2 月） 

・就職模擬面接を実施（2 月～） 

  ③ 平成 27 年度の主な事業 

   ・人間環境学部・人間環境学研究科 

    ４月 入学式  学部生 103 名（転・編入学生 2 名を含む） 

           大学院生 10 名 

      公開講座申込者数  前期 32 名（47 講座） 

                後期 27 名（40 講座） 

   ・看護学部・看護学研究科 

    ４月 入学式  学部生 105 名 

           大学院生 博士前期課程 9 名／博士後期課程 15 名 

   ５月 岡崎学園高等学校人間教養コース 3 年生「大学説明会」5/13  140 名 

           岡崎学園高校 3 年生担任団との高大情報交換会 5/15 芦田理事・室部長・小

林課長 

岡崎学園高校 PTA 総会「教育講演会」5/16 講師：川口教授 PTA150 名 
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   ６月 名古屋市生涯学習センター大学連携講座 受講申込者数 22 名 

      岡崎学園高校人間教養コース 3 年生「分野別大学説明会」6/10 生徒 140 名 

           講師：芦田理事 

人間環境大学「高校教員対象大学説明会」6/19 大府キャンパス 

高校教員 33 名、業者 4 名 

岡崎学園高校ＰＴＡ進路講演会 6/20 「人間環境大学紹介」磯貝学部長、 

石井教授 PTA100 名 

大府キャンパス開設記念式典 6/28 

７月 岡崎市市民カレッジ前期 受講申込者数 70 名 

岡崎学園高等学校「ＰＴＡ教育座談会・大学見学会」 7/8 PTA20 名（高

校引率教員 3 名）講師：郷良准教授 

大学院看護学研究科特別講義（公開講演）実施（新しい脳血管疾患の治療：

Taka Higashimori 氏, M.D.）（大府キャンパス）7/3 

大学院看護学研究科特別講義（公開講演）実施（先端をゆく緩和ケア：朝倉

由紀本学講師）（大府キャンパス）7/10 

   ８月 免許状更新講習実施（必修講座１、選択講座 5 講座） 

           高大連携協定による大学見学 

愛知県立海翔高校普通科 8/6 2 年生 

愛知県立田口高等学校普通科 8/31 1･2 年生 

   ９月 岡崎市市民カレッジ第 2 回 受講申込者数 32 名 

岡崎学園高等学校文化祭に「人間環境大学ブース」出展 9/26 

９月 海外大学（台湾）との交流事業 台湾東海大学学生 15 名を受け入れ 

１０月 看護学部・看護学研究科ＦＤ研修会の実施（看護学教育分野別評価に向け

て：北川眞理子氏 名古屋市立大学看護学部長・看護学研究科長） 

（大府キャンパス）10/29 

大学院看護学研究科ナーシングレクチャーシリーズ 1 実施（研究に活かそう

テキストマイニング：立命館大学政策科学部教授稲葉光行氏、西川まり子本

学教授）（大府キャンパス）10/30 

  １１月 日本高等教育評価機構による第三者評価実地調査（11/4～11/6） 

愛知県立日進高校 2 年生見学会 11/6 30 名 

      未来高校東海キャンパス 2 年生見学会 11/9 15 名 

岡崎学園高校 2 年生人間教養コース説明会 11/11 175 名 講師：芦田理事 

      全学生・教職員対象防災訓練の実施 11/11（岡崎キャンパス） 

１２月 豊橋市立豊橋高校「1 年生～3 年生人間環境大学見学会」12/8 15 名 

引率教員 1 名 

２月 全学ＦＤ講演会の実施（大学をとりまく問題と評価：清水一彦 山梨県立大

学理事長・学長） 

海外大学（台湾）との交流事業 本学学生 5 名を派遣 

大学院看護学研究科エンド・オブ・ライフケア国際セミナー実施（Roger 
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Strong 氏 RN., NP. PhD アメリカ San Diego Healthcare 政府機関所属） 

（大府キャンパス）2/12～14 

３月 全学生・教職員対象消火器訓練の実施 3/3（岡崎キャンパス） 

岡崎学園高等学校 2 年生人間教養コース「大学説明会」 3/2 175 名 

岡崎学園高等学校 1 年生「大学見学会」岡崎キャンパス 3/14 170 名 

学位授与式（１５日） 人間環境学部  105 名  

大学院人間環境学研究科 6 名 

 

 （２）岡崎学園高等学校 

 校訓「誠・愛」に基づく教育方針である「志の教育」、「知の教育」に加えて、キャ

リア教育の観点から「自分磨き力の育成」を掲げた。 

教員組織について、コース制の短所として、学年の教員間の連携が取りにくいとい

う反省を活かして、コース制は存続させつつも、新たなポストとして学年チーフを設

けた。 

学年チーフを中心に学年教員集団の連携を強化し、コース制の長所を活かしながら、

生徒の学力伸長や個々の特性を生かした進路実現に向けた指導を推進した。 

キャリア教育の取組として、朝の読書に加えて新たに論語の素読を取り入れた。 

学び直しによる基礎学力の養成とともに受験のための実力養成に有効な「受験サプ

リ」を導入し、コースを問わず全ての生徒が利用できるようにした。 

教員の力量向上と学校の教育力向上を目指して、教員評価と学校評価の改善を行っ

た。 

高大連携の指導方針として、「本校 3 年間と人間環境大学 4 年間の 7 年間で地域に貢

献できる優秀な人材を育成すること」を掲げて教育活動に生かした。 

 

   〇各コース・専攻の概要 

    ① 人間教養コース・一般教養専攻 

     本学の女子教育の伝統を受け継ぐ、女子のみで構成されるコースである。 

生徒の興味や関心に応え、一人ひとりの能力や個性をいっそう伸ばすため、土

曜講座や授業後補習のさらなる充実を図った。土曜講座では、学び直しや定期考

査の学習会をはじめ浴衣作りやクッキング、手工芸等の趣味に関したものから漢

検や英検、日本語検定等の資格取得に向けた講座も開講し実効性のあるものとし

た。 

進路指導においては、担任との面談や三者面談を通して適切なアドバイスを行

うとともに、夏期補習を実施して小論文の作成や志望先に合わせた面接指導など、

きめ細かい指導を心掛け実践した。 

 

    ② 人間教養コース・スポーツ専攻 

     スポーツ専攻は 4 年目となり、より専門性の高い指導に取り組むとともに、ス

ポーツを通して学力、人間力の向上に力を注いだ。特に、カリキュラムに組み込
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まれた学校設定科目「体づくり」「体育理論」「専門実技」は技術力の向上の一助

となり、女子バレーボール部のインターハイ、春高バレーへの出場、女子駅伝部

のインターハイ、全国高校駅伝競走大会への出場、女子ソフトボール部の県大会

出場等、各種大会での成果となって表れている。 

 

    ③ 特進コース 

     朝学、授業後補習、土曜補講に加え、夜間学習への参加を呼びかけ、豊富な学

習時間の確保と英語や数学の習熟度別の授業など、質の高い学習内容を目指して、

生徒の大学進学をサポートした。進路指導では、面談を充実させ、個々の生徒の

進路希望や能力に合わせた助言を心掛け、意欲を引き出すよう努めた。 

  

 〇平成 27 年度の主な行事 

      ４月   入学式（入学者数２２５名） 自転車安全教室（１年生） 

      ５月   遠足 

      ６月   体育大会 

    ７・８月   ニュージーランド語学研修 参加者９名 

      ９月   文化祭 合唱コンクール 

     １０月   宿泊研修（１年生）  

     １１月   文化講演会 

      １月   大学入試センター試験 中期留学１名  長期留学１名 

      ２月   予餞会 卒業式（卒業生２１３名） 

      ３月   球技大会 修学旅行（２年生） 

 

（３）岡崎学園中学校 

平成 23 年度からの募集停止を決定したため在籍者なし。 

平成 25 年 4 月から休校。 

 

 


